
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
誤

る
。
た
と
ひ
そ
れ
以
前
に
湖
る
揚
合
が
あ
っ
て
も
全
く
通
り
コ
遍

の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
蓋
し
考
古
學
的
研
究
の
進
歩
に
一
心
の
閣

心
と
理
論
と
を
有
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
を
線
合
し
て
世
界
史
の
シ

ス
テ
ム
に
封
癒
す
る
だ
け
の
秩
序
を
與
へ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で

あ
ら
う
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
本
書
第
一
篇
の
如
き
は
、
此
の
黙
に

於
い
て
何
人
も
；
讃
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
豊
里
地
方
文
明
、
エ

ヂ
プ
ト
文
明
、
ミ
ノ
ア
、
ミ
ケ
ナ
イ
文
化
な
ど
は
、
右
の
文
化
源
流

の
交
錯
圏
、
先
史
世
界
変
の
蘭
聯
の
秩
序
の
魏
に
正
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
ロ
ー
マ
史
の
部
分
で
詮
か
れ
て
る
た
エ
ト

ル
ス
キ
文
化
は
ハ
ル
ス
タ
ッ
ト
期
の
中
に
新
し
き
揚
所
を
與
へ
ら

れ
、
先
史
丈
化
の
解
明
に
民
俗
墨
的
考
察
の
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
こ

と
も
啓
嚢
さ
る
・
黙
が
多
い
。
是
等
は
古
代
史
家
と
し
て
蕎
が
墨

界
に
重
き
を
な
す
本
著
者
に
し
て
始
め
て
能
く
な
し
得
る
と
こ
ろ

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
中
世
に
比
し
て
充
分
な
る
プ
ロ
ポ
！
シ
笥
ン
の
輿
へ
ら
れ
て
る

な
い
こ
と
、
サ
ラ
セ
ン
、
ビ
ヅ
ン
ツ
が
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
み

る
こ
と
，
是
等
に
就
い
て
不
満
を
重
げ
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
で
あ

ら
う
。
然
し
著
者
の
如
き
入
が
是
等
を
理
由
な
し
に
オ
ミ
ッ
ト
し
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四
三
〇

或
は
ネ
グ
レ
ク
｝
す
る
筈
は
誓
い
の
で
あ
る
、
．
先
に
導
べ
た
如
く

本
書
は
詳
悉
的
な
ら
ざ
る
至
難
史
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
自
身
の

有
つ
世
界
史
の
罷
系
の
見
取
瞳
で
あ
る
が
故
に
貴
い
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ッ
ク
ハ
ル
ト
も
需
っ
て
み
る
や
う
に
、
大
な
る
刈
入
考
に
も

落
窪
が
あ
る
。
充
澄
せ
る
鋏
除
は
察
塵
な
る
完
全
に
ま
さ
る
、
総

て
ゴ
あ
る
こ
と
は
屡
々
何
物
で
も
な
い
こ
と
に
等
し
い
。
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
約
束
し
て
何
物
も
與
へ
な
い
粗
難
な
著
書
も
行
は
れ
る

護
空
界
に
、
本
書
の
如
き
は
眞
に
精
彩
を
放
つ
も
の
ξ
冨
っ
て
よ

い
で
あ
ち
う
。
（
共
立
靴
底
行
、
定
偵
武
圃
入
拾
銭
×
鈴
木
成
嘉
）
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＜
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●
目
財
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ぴ
q
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⇔
国
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お
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¢
ご
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Ω
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．
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○

　
本
巻
は
前
巻
円
｝
6
因
§
二
心
Φ
彪
げ
浮
一
G
。
。
。
ム
《
切
讐
Ω
の
後

を
う
け
て
昨
年
出
版
さ
れ
た
。
本
巻
は
カ
エ
サ
ル
の
横
死
よ
リ
ヴ

エ
ス
バ
シ
ア
ヌ
ス
釦
位
に
至
る
…
期
闇
…
を
取
描
…
つ
て
を
り
、
ロ
ー
マ

史
に
於
け
る
最
も
重
大
な
る
韓
期
で
あ
り
、
世
界
史
上
よ
り
見
て

も
極
め
て
蚕
要
な
善
導
で
あ
る
。
O
o
O
ポ
》
α
8
。
鮮
Ω
霞
奮
≦
曾 （　，2e？　）



慧
げ
監
修
の
下
に
な
り
全
巻
二
十
五
章
に
分
れ
て
み
る
。
今
こ
、

に
各
章
の
題
目
と
執
筆
者
を
畢
け
て
見
る
。

　
第
叫
章
「
カ
エ
サ
ル
の
復
讐
」
は
ケ
ム
ブ
リ
ッ
チ
の
h
巴
○
妻
》

9
巴
窃
ぎ
穿
氏
が
執
筆
、
聾
第
二
一
四
章
は
O
ぎ
器
簑
○
爵
氏

と
ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
目
㌶
⇔
氏
協
同
執
筆
に
な
り
、
「
三
頭
政
治
」

「
東
西
の
決
戦
」
，
「
オ
ク
タ
ヅ
イ
ヤ
ヌ
ス
の
勝
利
」
の
前
項
臼
が
あ

り
、
締
沸
く
「
プ
リ
ン
ケ
ブ
ス
」
，
・
「
ω
亀
づ
馨
鐸
峻
℃
○
℃
包
β
ω
ρ
∬
①
閃
O
導
響

ご
＝
。
。
」
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
口
○
膨
○
話
巴
｝
、
舅
Φ
瓢
○
づ
、
M
Q
Q
貯
団
・
ω
・

｝
○
ぎ
①
。
・
氏
が
櫃
當
，
第
七
i
八
章
「
帝
國
の
行
政
≒
陸
海
軍
」
の

項
は
オ
ク
ス
フ
オ
ー
ボ
の
露
。
ヨ
ω
酔
¢
＜
o
諺
8
氏
、
績
い
て
同

じ
く
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
貯
乙
。
毎
8
氏
の
「
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
治

下
の
東
部
淺
畷
」
、
大
英
博
物
館
餌
．
H
脅
『
切
亀
氏
の
「
初
期
プ

リ
ン
ケ
プ
ス
統
治
下
の
エ
ジ
プ
ト
」
、
ロ
ー
マ
大
學
鍵
○
量
σ
Q
号
8

教
授
の
「
ユ
ダ
ヤ
の
ヘ
ロ
デ
し
，
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
団
Φ
ぎ
～
鐸

ω
｝
白
①
氏
の
「
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
治
下
の
北
部
帯
心
」
と
な
っ
て
み
る
。

以
下
第
十
三
章
一
十
八
章
は
趾
會
、
経
濟
、
宗
教
、
文
學
、
美
衛

等
の
項
鷺
で
あ
っ
て
、
尿
ン
色
心
古
代
史
数
授
獅
○
Φ
答
。
図
氏
の

「
地
中
海
地
域
の
経
濟
的
統
一
，
工
業
、
商
業
、
貿
易
」
，
オ
ク
ス

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

フ
オ
…
ド
の
建
。
き
工
芸
げ
り
聾
氏
の
「
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
肚

會
政
策
」
，
ハ
ー
バ
：
ド
大
黄
宗
教
史
教
授
冥
・
簿
氏
の
「
共
和

宋
期
よ
り
ネ
ロ
の
死
に
至
る
間
の
宗
教
的
嚢
展
」
、
ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ

の
琶
δ
き
Ω
o
ぐ
費
氏
の
「
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
時
代
の
文
畢
篇
、
騨

QQ
ｬ
薦
女
史
の
「
ア
ゥ
グ
ス
ヅ
ス
時
代
の
美
術
」
、
ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ

の
盈
8
興
氏
の
「
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
功
業
」
と
並
ん
で
み
る
。

以
下
十
九
章
i
二
＋
五
章
は
帝
政
期
に
沸
し
た
も
の
で
、
「
チ
ベ
リ

ウ
ス
」
，
「
ガ
イ
ウ
ス
及
び
ク
ラ
ウ
ヂ
ウ
ス
」
は
O
び
㌶
剛
Φ
。
。
≦
o
溝
び
氏

が
旛
當
し
、
鎧
9
凱
σ
q
】
昼
⇒
O
氏
の
「
、
矛
ロ
」
，
諺
巳
①
錺
O
ロ
氏
の
「
チ

ベ
リ
ウ
ス
よ
り
ネ
ロ
に
至
る
間
の
東
部
鰹
駿
、
O
Q
k
ヨ
。
氏
と
Ω
て

幾
奮
≦
○
冠
夢
氏
の
「
チ
ベ
リ
ゥ
ス
よ
り
ネ
ロ
に
至
る
聞
の
北
部
遜

鵬
」
、
。
Q
δ
く
讐
ω
9
μ
氏
の
「
四
皇
帝
の
縫
代
」
が
あ
り
、
最
後
の
章

は
「
帝
國
内
の
血
忌
」
で
あ
っ
て
○
α
8
〈
魯
。
o
罷
瓦
窯
9
冨
笈
器
。
氏

の
協
同
執
筆
に
な
っ
て
み
る
。

　
以
上
は
本
巻
の
内
容
及
び
執
事
者
で
あ
る
が
，
共
和
末
期
よ
り

帝
政
初
期
に
か
け
て
の
各
方
颪
が
そ
れ
ん
＼
・
ゲ
、
の
道
の
樺
威
者
に

よ
っ
て
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
こ
と
は
本
叢
書
の
憾
統
を
恥
し
め
な
い

巻
末
百
頁
に
わ
た
る
完
肇
に
近
い
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
及
び
詳

　
　
　
　
　
　
筑
二
十
巻
第
二
號
　
　
堕
三
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紹
　
　
　
介

細
懇
切
な
る
牽
引
の
附
い
て
み
る
こ
と
も
從
來
の
も
の
と
同
様
で

あ
る
。
本
巻
の
利
用
償
値
を
大
に
高
か
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
本
叢
書
の
全
一
系
が
次
第
に
完
成
に
近
づ
き
つ
・
あ
る
こ

と
を
喜
び
、
発
成
の
B
を
待
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
本
春

と
共
に
第
九
第
十
巻
に
参
照
す
べ
き
く
。
ご
日
Φ
o
鴨
曳
簗
①
H
＜
が

別
巻
と
し
て
廊
版
さ
れ
て
る
る
こ
と
附
記
し
て
お
く
。
　
（
O
§
び
阜

　
　
偽
㈹
ρ
諺
厳
訂
達
α
q
①
簿
【
冨
φ
a
く
・
娼
器
㎝
。
。
●
メ
メ
区
口
十
H
o
鴇
．
お
ω
や

　
　
ω
N
ω
ぼ
箭
冨
α
q
．
）
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見
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彙

報

○
京
都
帝
國
大
匙
交
脚
部
吏
學
科

　
昭
和
十
年
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
國
　
史
　
内
攻

藤
原
時
代
の
佛
教
と
貴
族

近
世
封
建
就
會
と
薯
修
生
活

幕
末
に
於
け
る
維
新
思
想

幕
末
武
士
の
生
活
相
に
就
い
て

中
世
に
於
け
る
政
治
観
の
一
考
察

近
世
中
期
に
於
け
る
復
古
的
精
紳
の
嚇
考
察

明
治
維
新
と
士
族

足
利
時
代
の
燈
會
問
題

庄
園
生
活
の
一
考
察

新
井
白
石
の
墨
問
と
近
世
赴
會

鎌
倉
武
家
斌
會
に
就
い
て
の
一
考
察
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守脇中水林　 貫田田江立
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